
2013年注目の天文現象
宙子：博士、明けましておめでとうございます！
宇田博士：やあ、おめでとう。

★日食と月食★
宙：ねぇ博士、去年は「金」の年って言われてたけど、今年も日食はあるの？
宇：5月10日にオーストラリアで金環日食、11月3日にアフリカで金環皆既日食が
起きるんじゃが、残念ながら、どちらも日本では見えないんじゃ。

図1 2001－2020年の皆既日食・金環日食経路図（NASA提供の図に加筆）

宙：じゃぁ、月食は？
宇：月食は4月26日にあって、日本
でも見えるけど、ちょっとだけ
（食分0.02）欠けて、そのまま夜
明けとともに西に沈んでしまう
んじゃ。あんまり条件がいいとは
言えんのぉ。

部分食の始まり 04：54

食の最大 05：07(食分0.02)

月の入(大阪) 05：11

日の出(大阪) 05：13
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表1 4月26日の部分月食
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★惑星食と星食★
宙：去年は金星食もあったよね。
宇：今年は12月2日に水星食があるぞ。新月前（月齢28.6）の細い月に水星が隠
されるんじゃ。ただし、月の出の時
にはすでに隠れておって、日の出
20分前の06：28にようやく月の
陰から出てくるので、観察するの
は難しいかもしれないのぉ･･･

宙：そっか、残念･･･
宇：そうがっかりせずに、8月12日のス
ピカ食を見てはどうじゃ？夕方
18：40～19：24の西空じゃ。まだ
空が明るい時間じゃから、望遠鏡
を使うのがおすすめじゃ。

★流星群★
宙：あれ？8月12日って、たしか流れ星が多い日じゃなかったっけ･･･？
宇：よく知っとるの。ペルセウス座流星群の日じゃ。今年は8月12～13日の夜が
ピークで、月も21時半には沈んでおるから、コンディションは上 じ々ゃ。

宙：やったー！ほかには流れ星が多い日はある？
宇：4月22日ころのこと座流星群、10月21日ころのオリオン座流星群、12月14
日ころのふたご座流星群もあるが、いずれも明るい月が出ておって条件はイ
マイチじゃな。

★惑星★
宙：惑星も見たいんだけど、今年はいつ見たらいいの？
宇：それはそれぞれの惑星から紹介してもらおうかの。
水星：2月17日と6月13日、10月9日が東方最大離角になるから、その前後の日
の夕方西の空で観測しやすいよ。4月1日、7月30日、11月18日は西方最大
離角。明け方東の空で探してみてね。

金星：3月25日に太陽の向こう側を通過する外合よ。5月ころからよいの明星とし
て夕方の西空で目立つようになるわ。7月3～4日の夕方にはプレセペ星団
（かに座）と競演するの。楽しみ。
火星：今は長期休暇中ぜよ。8月ころから明け方東の空に姿を見せるぜよ。
木星：おうし座からふたご座へ移動中である。6月、7月以外は観察できるぞ。

図2 スピカ食2013年8月12日
18：40～19：24（まだ明るい西空）
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土星：てんびん座ナウ。4月29日に衝、その前後が観測好期でござる。
宇：天王星はうお座、海王星はみずがめ座にある。どちらも秋の空じゃ。
天・海：え～、それでおしまい！？

★彗星★
宙：それで博士、今年の一押しは？
宇：なんといっても3月下旬～4月上旬のC/2011L4パンスターズ彗星、11月～
12月のC/2012S1アイソン彗星に注目じゃ。

宙：彗星って、ほうき星のことだね？
宇：パンスターズ彗星については、うちゅう2月号に譲るとして、アイソン彗星は
11月29日に太陽から、たった200万㎞ほどのところを通過するので、もしか
したら、ものすごく雄大な姿を見せる、かもしれんな。

宙：かも･･･？
宇：彗星がどれだけ明るくなるか、どれだけ尾が伸びるかは、予測がとても難し
いんじゃよ･･･。太陽に近づき過ぎて蒸発して消えてしまう彗星もあるし、これ
ばかりは天に祈るしかないのぉ。

宙：彗星だけに、コメット（困った）時の神頼み、だね･･･
石坂 千春（科学館学芸員）

図3 11月下旬～12月上旬、アイソン彗星は明け方東の空にある（ステラナビ
ゲータで作成）

C.ISHIZAKA

21


